
Microsoft 標準の機能で十分でしょ？

難しくてよくわからない社員任せのセキュリティ対策ではいつ事故が
     起こるか分からない…

高いんじゃないの？

導入効果あるの？

添付ファイルのパスワード自動で
       付けられないだろうか…

即開始
可  能

設  備
不  要

管理者
不  要

クラウド型のサービスだから

簡単設定、楽々運用で誤送信対策を万全に！

プリセット適用で
簡単導入！

低コストでセキュリティ対策を実現！

1ユーザー
当たり 150円/月～

Mailセキュリティ・クラウドベーシックで

万全ですか？�������������で
メールのセキュリティ

解 決

※ MailConvert on Cloud ベーシックの場合

メールのセキュリティ対策で以下のようなお悩みを抱えていませんか？
例えば

本サービスについて、詳しくはWebでご確認いただけます
https://cweb.canon.jp/it-sec/solution/guardianwall/lp/cloudmail-security/

スマートフォンからアクセス
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サービス概要

Mailセキュリティ・クラウド ベーシック サービス利用料金表

送信者（社内）

Microsoft 365
Google Workspace

受信者（社外）

お客さまの課題に合わせて３つの製品から選択可能
もちろん組み合わせてのご利用も可能です

ご利用イメージ

● 遅延配送

● 添付ファイル自動暗号化

● メールの保存・検索・監査

うっかり誤送信防ぎませんか
メールの誤送信は送信直後に気付くことが多いです
一定時間送信遅延させることで誤送信を未然に防ぎます

社員任せの暗号化ルールはもうやめましょう
ファイル暗号化はメールセキュリティの基本となっています
添付ファイル自動暗号化で業務負荷を下げることが可能です

セキュリティインシデントに備えを！
メールをいつでも検査！インシデント時も素早く検索可能です
見られていることで社員のメールの適正利用意識を高めます

GUARDIANWALL

GUARDIANWALL
送信者 受信者

送信者 受信者

①添付ファイル付き
   のメールを送信

①メールを送受信

③メール内容を検索・確認

情シス担当者

②メールを保存

②ZIP暗号化された
　メールを受信

③復号用のパスワードを受信

④送信者がパスワードを連絡

GUARDIANWALL①メール送信 ④メール送信

③送信者が遅延メールを操作
④́ 誤送信メールは削除②遅延通知メール

送信者 受信者

価格は税抜きとなります。

サービス名 年 額〈1ユーザー〉 備 考
MailFilter on Cloud
MailConvert on Cloud
MailArchive on Cloud 送信
MailArchive on Cloud 受信
MailArchive on Cloud Microsoft 365ジャーナル

1,800円
1,800円
1,200円
1,800円
2,400円

600円
600円
1,200円

年 額〈1ユーザー〉 備 考サービス名

アーカイブ保管サービス 送信
アーカイブ保管サービス 受信
アーカイブ保管サービス Microsoft 365ジャーナル

・利用料金（月額・年額）×保管年数となります
・最大5年まで

・お申し込みは、10ユーザーから10ユーザー単位
　となります

＊初期費用は無料（0円）となります。

　　　　　 アーカイブ保管サービス ( MailArchive on Cloudのご購入が前提のオプションサービスです )オプション


